
 

 

 風が涼しくなってすっかり秋らしくなりました。過ごしやすい気候の中で元気に体を動かし、虫探し

や砂遊びなどもじっくり楽しめるようになりました。発見を友だちと伝え合ったり、自分たちでルール

のある遊びをしたりと、子どもたち同士で誘い合って遊ぶことも増えてきました。その中で、思いのすれ

違いや考えの違いからトラブルになったり、ふざけ合いからけんかになったりと、その関係はまだまだ

発展途上です。保育士が仲立ちし、お互いの思いを聞いたり、折衷案を出したりしながら関わりを見守る

ことも多いですが、そうやって解決していく経験を積むことで、子どもたちの中からも間を取りもって

くれる子が出てきたり、名奉行っぷりを発揮してくれる子がいたりと、子どもたちの力が育っている事

を感じます。経験に勝るものはないという言葉がありますが、まさにその通り。様ざまな経験をしながら

成長していく子どもたちに負けないよう、子どもたちと一緒に心も体も強くなりたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゆりぐみだより 

                                 

２０２０年 10 月 

尚徳福祉会 馬橋保育園 

今月のねらい 

●友だちと協力し合ってやり遂げる楽しさや、

みんなで表現する喜びを味わう。 

●友だちとの関わり合いの中で、自分の思いを

言葉にして伝えようとする。 

 

今月の行事 

１日(木)・２２日(木) 英語で遊ぼう 

１４日(水) 身体計測 

２４日(土) 運動会 

２８日(金) 避難訓練 

３０日(金) ４.５歳児遠足 

      おまつりごっこ、たのしかったね！ 

お祭りごっこでは、準備から出店までやりきったゆり組さん。 

何のお店を出すか、どのお店を担当するかなどを考え、自分の 

意見を伝えたり、仲間と話し合ったりする中で思い通りにいか

ないこともあったと思いますが、一つのことをやり遂げたことが

自信につながったと思います。大きな声で呼び込みをして優しく

接客したり、おすすめを教えたりしながら店番をする姿に商人魂

を感じました。今後も、子どもたちが楽しめる行事を考えて 

いきたいと思っています。 


